
石
山
寺
本
大
唐
西
域
記
長
寛
点
の
敬
語

石
山
寺
本
大
店
西
域
記
点
は
、
巻
末
識
語
に
、

長
寛
元
年
八
月
十
六
日
移
点
了
(
巻
第
1
)

と
あ
っ
て
、
長
軍
冗
年
(
二
六
三
)
　
に
加
点
さ
れ
た
点
本
で
あ
る
.
加
点
者

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
'
中
田
祝
夫
博
士
は
「
そ
の
使
用
し
た
ヲ
コ
ト
点

が
三
論
宗
点
で
あ
る
こ
と
は
へ
そ
の
人
々
が
恐
ら
-
真
言
宗
の
憎
徒
で
あ
っ
た

こ
と
を
恩
は
せ
る
の
で
あ
る
O
」
　
(
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
訳
文
篇
」

三
八
頁
)
と
説
い
て
い
ら
れ
る
。

本
点
の
和
訓
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
、
既
に
築
島
裕
博
士
が
詳
細
に
論
じ
て

Ci. 'j-1

い
ら
れ
る
が
'
敬
語
の
面
に
焦
点
を
あ
て
て
み
て
も
'
他
の
点
本
に
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
よ
う
な
特
異
性
が
伺
え
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
そ
の
特
異
性
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
'
又
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
特
異
性
が
生
じ
た

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

2

ま
ず
'
訓
点
語
の
敬
語
は
、
1
般
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ

(
注
c
q
)

い
て
は
'
大
坪
併
治
博
士
が
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
ら
れ
る
。

一
訓
点
語
で
は
'
奈
良
時
代
か
ら
あ
っ
た
古
い
敬
語
法
を
用
い
、
平
安
時

宇
　
都
　
宮
　
　
睦
　
　
男

代
に
な
っ
て
で
き
た
新
し
い
敬
譲
語
を
用
い
な
い
傾
向
が
あ
る
。

二
　
訓
点
語
で
は
'
敬
詩
語
の
助
動
詞
の
種
顎
が
少
い
。

三
　
訓
点
語
で
は
、
い
-
つ
か
の
敬
詩
語
の
助
動
詞
を
続
け
て
用
い
る
こ
と

が
少
い
。

四
　
訓
点
語
で
は
'
尊
大
表
現
が
多
い
。

要
す
る
に
'
訓
点
語
の
敬
語
は
、
和
文
に
比
べ
て
比
較
的
単
純
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
へ
石
山
寺
本
大
唐
西
城
記
長
寛
点
の
場
合
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か

を
次
に
調
べ
る
。
ま
ず
、
そ
の
他
の
点
本
に
見
ら
れ
る
敬
語
の
種
類
と
そ
の
使

用
回
数
を
調
べ
て
、
時
代
順
に
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
す
。

A
　
平
安
時
代
初
期

C
1
-
J
K
)

∴‥-,'蝣'蝣-蝣-ll'.:'-':-:':-¥--'-u--i.,

P
.
岩
淵
木
原
経
四
分
律
盲
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
詞
)
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
詞
)
　
イ
マ
ス
、
マ
ウ
ス
、
タ

テ
マ
ツ
ル
　
(
動
詞
)
'
タ
マ
フ
　
(
動
詞
)
I
-
ソ
コ
ナ
ハ
ス
、
マ
シ
マ
ス
、

イ
デ
マ
ス
。
(
9
種
)

川
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
詞
)
　
4
8
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
詞
)
2
2
'
イ
マ
ス
1
7
、
マ
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ウ
ス
6
1
、
タ
テ
マ
ツ
ル
1
'
ノ
タ
マ
フ
1
5
1
'
接
頭
語
、
、
、
2
、
シ
ロ
シ
メ

ス
4
'
イ
デ
マ
ス
o
種
)

川
唐
招
提
寺
本
金
光
明
最
防
王
経
盲
点

タ
マ
フ
(
助
動
)
2
5
へ
タ
テ
マ
ツ
ル
(
助
動
)
9
'
マ
ヲ
ス
(
c
o
種
)

」
3
大
寸
+
介
元
叩
‖
蝣
・
/
蝣
蝣
*
-
.
1
1
・
V
.

v
-
f
n
-
r
r
,
i
-

r
吉
成

タ
マ
フ
(
助
勤
)
、
タ
テ
マ
ツ
ル
(
助
動
)
、
イ
マ
ス
、
マ
ヲ
ス
、
タ
テ

t
マ
ツ
ル
(
動
詞
)
、
ノ
タ
マ
フ
'
シ
ロ
シ
メ
ス
へ
ツ
カ
マ
ツ
ル
'
ウ
ケ
ク

マ
ハ
ル
、
マ
ウ
ヅ
1
、
タ
マ
フ
ル
へ
ミ
ソ
ナ
ハ
ス
'
キ
コ
シ
メ
ス
、
マ
シ

マ
ス
1
'
イ
デ
マ
ス
'
オ
モ
ホ
ス
、
メ
ス
(
J
5
輯
)

間
山
田
本
妙
法
道
聖
経
古
点

'
タ
マ
フ
(
助
動
)
、
タ
テ
マ
ツ
ル
(
助
動
)
'
イ
マ
ス
'
マ
ウ
ス
、
タ
テ

マ
ツ
ル
(
動
詞
)
、
ノ
タ
マ
フ
、
シ
ロ
シ
メ
ス
'
タ
マ
フ
(
動
詞
)
、
ク

マ
フ
ル
、
,
、
、
ソ
ナ
ハ
ス
1
、
オ
モ
ホ
ス
'
マ
ツ
ル
、
マ
ス
、
ハ
ベ
-
0

(
1
4
種
)

川
東
大
寺
図
書
館
本
成
実
論
天
長
点

タ
マ
フ
(
助
勤
)
6
、
、
タ
テ
マ
ツ
ル
(
助
動
)
2
、
イ
マ
ス
-
'
ノ
タ
マ

フ
(
-
*
蝣
椛
)

㈱
大
東
急
記
念
文
節
本
大
集
百
論
釈
論
承
和
点
ナ
シ

間
大
東
急
記
念
文
庫
本
石
論
天
安
点
ナ
シ

㈹
東
大
寺
E
E
書
館
本
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点

タ
マ
フ
(
助
動
)
1
9
3
'
タ
テ
マ
ツ
ル
(
助
動
)
2
2
へ
イ
マ
ス
1
'
マ
ウ

ス
3
2
'
タ
テ
マ
ツ
ル
1
、
ノ
′
タ
マ
フ
5
1
、
接
頭
語
,
、
、
1
6
、
シ
ロ
シ
メ
ス

9
'
ツ
カ
へ
マ
ツ
ル
1
、
マ
ウ
ヅ
1
'
タ
マ
フ
ル
1
0
へ
マ
ヰ
ル
1
'
-
ソ

コ
ナ
ハ
ス
1
、
キ
コ
シ
メ
ス
ー
<
-
(
3
揮
)

的
東
大
寺
本
金
剛
般
若
経
費
述
仁
和
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
)
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
)
I

タ
マ
フ
　
(
動
詞
)
、
マ
シ
マ
ス
、
マ
ミ
ユ
。

抑
石
山
寺
本
蘇
悉
地
指
揮
経
略
疏
買
平
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
)
-
(
-
種
)

悶
知
関
心
院
本
大
悟
三
蔵
玄
農
法
師
表
啓
古
点

タ
マ
フ
　
(
助
勤
)
9
'
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
)

ツ
ル
6
、
接
対
語
-
1
、
ツ
カ
へ
マ
ツ
ル
1
、

ヅ
1
'
タ
マ
フ
(
助
詞
)
　
2
、
オ
ホ
ス
-
0

㈹
興
聖
寺
本
大
店
西
城
記
巻
十
二
古
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
>
>
t
o
。
f
-
種
)

マ
ウ
ス
、
タ
テ
マ
ツ
ル
、

(-S)

5

'

マ

ウ

ス

2

'

タ

テ

マ

ウ
ケ
ク
マ
ハ
ル
I
t
　
マ
ヰ

(
1
 
0
校
)

B
　
平
安
時
代
中
期

㈹
石
山
寺
本
弁
中
辺
論
延
長
点
　
ナ
シ

㈹
石
山
寺
本
法
華
経
玄
賛
淳
祐
古
点

タ
マ
フ
(
助
動
)
1
1
5
'
イ
マ
ス
8
、
ノ
タ
マ
フ
」
-
(
c
o
種
)

石
山
寺
本
」
S
、
:
!
-
S
粥
川
　
耶
^
K
<
-
也

タ
マ
フ
　
(
助
動
)
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
)
'
イ
マ
ス
。
(
3
種
)

㈹
難
語
蔵
桝
中
辺
論
天
暦
点
　
ナ
シ

C
　
平
安
時
代
後
期

㈹
石
山
寺
本
法
華
経
義
疏
長
保
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
)
5
4
8
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
)
　
2
.
ィ
マ
ス
1
8
、
マ
ウ

ス
1
、
ノ
タ
マ
フ
7
、
接
類
語
-
E
E
、
シ
ロ
シ
メ
ス
3
'
-
ソ
ナ
ハ
ス
4
、

オ
モ
ホ
ス
I
t
　
ラ
ル
　
　
(
0
位
)

帥
西
大
寺
本
謹
摩
哲
記
長
元
点

タ
マ
フ
　
(
助
勤
)
　
7
'
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
勤
)
　
1
、
タ
テ
マ
ツ
ル
(
動
詞
)

2
'
マ
ツ
ル
　
　
(
^
種
)
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釧
西
大
寺
本
不
空
弼
索
神
呪
心
経
冥
徳
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
)
　
2
0
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
)
　
1
1
、
イ
マ
ス
6
、
接
頭
語

-
　
　
o
種
)

脚
大
東
急
記
念
文
挿
木
大
日
経
義
釈
巻
十
三
承
保
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
)
　
2
2
へ
　
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
)
　
3
'
マ
ウ
ス
3
'
タ
テ
マ

ツ
ル
　
(
動
詞
)
-
-
(
*
・
種
)

D
　
院
政
時
代

S
r
^
S
-
H
J
拭
本
軸
S
i
道
草
V
-
'
耶
E
l
s
?
‥
.
E
l
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
)
　
3
6
へ
　
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
)
　
1
4
、
イ
マ
ス
1
6
'
マ
ウ
ス

3
'
ノ
タ
マ
フ
9
'
接
頭
語
ミ
相
へ
　
シ
ロ
シ
メ
ス
1
、
オ
ボ
ス
3
、
タ
マ

フ
ル
3
、
ミ
ソ
ナ
ハ
ス
2
、
キ
コ
シ
メ
ス
　
　
(
3
種
)

伽
興
福
寺
本
大
意
思
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
3
1
5
0
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
)
　
l
'
イ
マ
ス
I
t
　
マ
ウ
ス

5
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
動
詞
)
　
2
'
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
6
、
タ
マ
フ
　
(
動
詞
)

4
、
オ
ボ
ス
　
　
(
。
0
種
)

印
西
南
院
本
甘
露
軍
茶
利
菩
薩
供
養
会
詞
成
就
義
軌
康
和
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
)
　
1
8
'
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
)
　
4
'
接
頭
語
ミ
　
　
(
W

種
)

朗
神
田
本
自
民
文
集
天
永
点

タ
マ
フ
　
(
助
動
)
　
1
1
、
イ
マ
ス
4
、
マ
ウ
ス
5
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
動
詞
)

9
、
ノ
タ
マ
フ
1
、
シ
ロ
シ
メ
ス
1
、
ウ
ケ
ク
マ
ハ
ル
1
'
マ
ウ
ヅ
I
t

タ
マ
フ
　
(
動
詞
)
　
2
'
マ
ヰ
ル
2
'
オ
ホ
ス
I
t
　
マ
シ
マ
ス
1
、
イ
デ
マ

ス
I
t
　
マ
ミ
ュ
ー
ー
ー
(
"
*
?
種
)

S
石
山
寺
本
大
店
西
域
記
長
買
点

タ
マ
フ
　
(
助
劫
)
1
0
0
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
助
)
　
5
、
イ
マ
ス
2
、
マ
ウ

ス

5

'

ノ

タ

マ

7

7

へ

接

頭

語

ミ

5

、

シ

ロ

シ

メ

ス

2

、

ツ

カ

へ

マ

ツ

ル

2

、

ウ

ケ

タ

マ

ハ

ル

4

'

マ

ウ

ヅ

1

、

オ

ボ

ス

3

'

マ

ヰ

ル

I

t

　

オ

ホ

ス

1

、

-

ソ

コ

ナ

ハ

ス

1

'

マ

シ

マ

ス

6

、

イ

デ

マ

ス

1

'

マ

ミ

ユ

2

、

ラ

ル

1

'

タ

ブ

2

'

オ

ハ

シ

マ

ス

1

、

イ

マ

シ

　

(

代

名

詞

)

　

2

'

ミ

カ

ド

(
名
詞
)
　
I
t
接
和
語
オ
ホ
-
ハ
ム
)
　
4
、
接
輔
語
オ
ホ
r
-
,
-
　
　
椛
)

-
以
上
、
2
7
種
の
点
本
を
調
べ
た
結
果
に
よ
る
と
'
各
敬
語
の
頻
出
度
数
は
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
(
例
え
ば
'
タ
マ
フ
　
(
助
動
詞
)
　
は
2
2
種
の
点
本
に
見
ら

れ
る
。
)

タ
マ
フ
　
(
助
動
詞
)
　
2
2
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
詞
)
　
1
8
へ
　
イ
マ
ス
1
4
、
マ
ウ

ス
　
(
マ
ヲ
ス
)
　
1
 
'
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
動
詞
)
　
1
 
1
、
ノ
タ
マ
フ
1
0
へ
.
接
頭
語
-

8
'
シ
ロ
シ
メ
ス
8
、
-
ソ
　
(
コ
)
　
ナ
ハ
ス
7
、
タ
マ
フ
　
(
動
詞
)
　
6
、
ウ
ケ

タ
マ
ハ
ル
5
'
マ
ヰ
ヅ
　
(
マ
ウ
ヅ
)
　
5
、
マ
シ
マ
ス
5
、
イ
デ
マ
ス
5
、
ツ
カ

マ
ツ
ル
　
(
ツ
カ
へ
マ
ツ
ル
)
　
4
、
タ
マ
フ
ル
4
'
オ
ボ
ス
3
'
マ
ヰ
ル
3
、
オ

ホ
ス
3
、
キ
コ
シ
メ
ス
3
、
マ
ミ
ユ
3
'
オ
モ
ホ
ス
3
、
マ
ツ
ル
2
'
ラ
ル
2
.

タ
ブ
1
、
オ
ハ
シ
マ
ス
1
、
イ
マ
シ
　
(
代
名
詞
)
　
1
、
,
、
、
カ
ド
　
(
名
詞
)
　
1
、

接
頭
語
オ
ホ
ミ
　
(
ム
)
　
1
、
接
頭
語
オ
ホ
1
、
マ
ス
1
、
ハ
ベ
-
1
、
メ
ス
1
0

つ
ま
り
'
窺
出
皮
の
高
い
敬
語
は
、
タ
マ
フ
　
(
助
動
詞
)
へ
　
タ
テ
マ
ツ
ル

(
助
動
詞
)
、
イ
マ
ス
、
マ
ウ
ス
、
ノ
タ
マ
フ
、
シ
ロ
シ
メ
ス
、
接
頭
語
,
,
,
な

ど
で
あ
っ
て
、
数
が
限
ら
れ
て
い
て
、
大
坪
博
士
の
説
か
れ
た
通
り
で
あ
る
。

3

訓
点
語
の
性
格
は
'
一
般
に
平
安
初
期
と
中
期
以
降
と
で
は
'
大
き
な
相
違

:
*
s
¥
引
E

が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
へ
敬
語
の
場
合
も
'
初
期
と
中
期
以
降
と
に
分

け
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
'
敬
語
の
多
い
点
本
と
し
て
は
、
前
項
の
調
査
か
ら
'
便
宜
上
六
和
以

97



上
の
敬
語
を
持
つ
点
本
を
取
り
出
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

A
　
平
安
時
代
初
期

は
山
.
.
{
湖
Y
x
-
Z
l
t
E
l
分
け
古
点

川
小
川
本
願
経
四
分
待
盲
点

脚
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
盲
点

㈲
山
田
本
妙
法
蓮
華
経
古
点

㈹
東
大
寺
図
書
館
本
地
蔵
十
輸
経
元
慶
点

S
東
大
寺
本
金
剛
般
若
経
費
述
仁
和
点

㈹
知
恩
院
本
大
店
三
蔵
玄
契
法
師
裏
啓
盲
点

B
　
平
安
時
代
中
期
以
降

姻
石
山
寺
本
法
華
義
疏
長
保
点

ノ
脚
天
理
図
書
館
本
妙
接
蓮
華
経
第
四
寛
治
点

糾
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
盲
点

朗
神
田
本
自
民
文
集
天
永
点

S
石
山
寺
本
大
店
西
城
記
長
買
点

(
9
校
)

(
9
校
)

(
1
7
琶
)

(
1
4
種
)

(
1
4
琶
)

K
3
薗
E

(
1
0
掠
)

(
1
0
琵
)

(
1
1
穣
)

(
8
種
)

(
1
4
積
)

(
2
4
種
)

平
安
時
代
初
期
に
お
い
て
は
七
校
の
点
本
が
あ
り
'
中
期
以
降
に
お
い
て
は

五
校
の
点
本
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
概
し
て
言
え
ば
、
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
、

次
第
に
敬
語
の
種
類
は
少
-
な
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
更
に

多
く
の
資
料
を
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西
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っ
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。
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に
、
大
唐
西
域
記
長
買
点
は
院
政
期
の
仏
家
点
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
敬
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
'
本
点
か
'
平
安
初
期

の
古
い
訓
法
を
留
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
0

5

次
に
、
石
山
寺
本
大
唐
西
域
記
長
寛
点
に
於
て
は
'
第
二
項
で
調
べ
た
そ
の

他
の
点
本
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
特
異
な
磯
語
が
あ
る
O
そ
れ
は
'
ま
ず
'

尊
敬
を
あ
ら
わ
す
接
頭
語
で
あ
る
O
他
の
点
本
で
は
'
普
通
「
-
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
に
、
西
域
記
長
箕
点
に
は
'
こ
の
他
に
「
オ
ホ
-
」
　
「
オ
ポ
ム
」

「
オ
ホ
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
は
、
次
の
如
-
で
あ
る
。

オ
ホ
・
・
・
ユ
キ

①
H
l
昔
、
遊
　
方
二
命
(
じ
)
て
(
西
域
記
長
寛
点
∽
2
2
-
1
9
1
)

オ

ホ

ム

タ

カ

ラ

ヤ

ス

①
以
て
雌
雄
を
定
メ
、
以
て
民
俗
を
寧
メ
ム
と
欲
(
す
)
(
同
5
9
2
-
2
1
5
)

◎
是
し
我
(
か
)
 
(
裏
の
)
聖
三
悪
キ
'
.
(
の
)
本
国
の
人
(
な
り
)

〔

也

〕

.

(

同

5

8

5

-

1

0

9

)

こ
れ
ら
の
接
頭
語
は
、
宣
命
や
記
'
紀
な
ど
に
は
見
ら
れ
る
が
、
点
本
に
は

普
通
見
ら
れ
な
い
。

又
へ
代
名
詞
の
「
イ
マ
シ
」
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
如
-
で
あ
る
。

C

i

)

マ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

マ

①
母
の
日
(
-
)
'
「
　
汝
　
出
(
で
)
て
〔
之
〕
後
に
如
来
此
に
至
シ
キ
。
」

(
西
域
記
長
毘
点
5
5
6
-
1
7
4
)
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
ト
ナ

①
外
道
有
(
り
)
0
日
ク
、
「
吾
子
の
何
ゾ
其
(
れ
)
異
ル
ヤ
〔
乎
〕
。

シ
カ
ル
ヤ

(

同

5

9

5

-

2

6

6

)

こ
れ
も
、
奈
良
時
代
語
で
、
万
策
賃
な
ど
に
例
が
あ
る
。
又
、

p

・

カ

ド

　

オ

タ

フ

ト

①
成
(
-
)
　
に
神
武
を
耀
(
れ
)
大
位
に
推
シ
尊
プ
(
同
5
5
5
-
1
5
3
)

の
よ
う
に
、
「
ミ
カ
ド
」
と
い
う
語
が
あ
る
が
'
こ
れ
は
、
和
文
で
は
奈
良

時
代
に
も
平
安
時
代
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
訓
点
本
に
は
例
を
見
な
い
語

函
E
g
C
d
j

要
す
る
に
'
こ
れ
ら
の
敬
語
は
'
和
文
の
世
界
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
れ
ら
が
本
点
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
西
域
記
長
究
点
の
性
格
が

漢
文
直
訳
的
で
な
く
和
文
的
に
言
い
や
わ
ら
げ
ら
れ
た
表
現
を
し
て
い
る
こ
と

を
表
わ
し
て
い
る
。

以
上
'
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
ま
と
め
て
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

1
　
訓
点
常
用
敬
語
(
点
本
1
般
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
敬
語
)

タ
マ
フ
　
(
助
動
)
、
タ
テ
マ
ツ
ル
　
(
助
動
)
、
イ
マ
ス
へ
　
マ
ウ
ス
、
タ
テ
マ

ツ
ル
　
(
動
詞
)
、
ノ
タ
マ
フ
、
-
(
接
頭
語
)
、
シ
ロ
シ
メ
ス

二
　
準
訓
点
常
用
敬
語
(
平
安
初
期
の
偶
点
及
び
中
期
以
降
の
摸
籍
の
点
本
に

見
ら
れ
る
敬
語
)

ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
'
マ
ウ
ヅ
、
マ
ヰ
ル
、
オ
ホ
ス
、
マ
シ
マ
ス
'
イ
デ
マ
ス
、

マ
-
ユ
、
オ
ボ
ス
、
ツ
カ
へ
マ
ツ
ル
、
ツ
カ
マ
ツ
ル
、
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル
、
ミ

ソ
コ
ナ
ハ
ス
、
ミ
ソ
ナ
ハ
ス
、
オ
モ
ホ
ス
、
マ
ツ
ル
'
ラ
ル
、
マ
ス
、
ハ
ベ

-
'
メ
ス
'
ク
マ
フ
ル
へ
　
タ
マ
フ
　
(
助
詞
)
'
キ
コ
シ
メ
ス

三
　
非
訓
点
常
用
敬
語
(
大
唐
西
域
記
長
寛
点
だ
け
に
見
ら
れ
る
敬
語
)

タ
ブ
へ
　
オ
ハ
シ
マ
ス
、
イ
マ
シ
t
、
、
、
カ
ド
、
オ
ホ
ミ
、
オ
ホ
ム
'
オ
ホ
　
(
撹

巧
語
)
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6

終
り
に
、
大
唐
儲
域
記
長
冥
点
の
敬
語
の
特
異
性
は
、
如
何
な
る
原
因
に
拠

る
も
の
か
に
触
れ
る
。

そ
れ
は
、
本
点
が
、
1
見
仏
家
点
法
に
よ
り
な
が
ら
へ
実
は
、
古
い
訓
法
を

残
存
す
る
こ
と
の
多
い
維
持
の
訓
法
に
通
ず
る
訓
読
を
主
体
と
し
て
い
る
こ
と

に
拠
る
と
思
わ
れ
る
O
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
事
実
か
ら
理
解
で
き
る
.

一
神
田
本
臼
氏
文
賃
と
1
致
す
る
訓
法
が
多
い
。
例
え
ば
、
ム
ト
ホ
ツ
ス

:
*

(
敬
)
、
日
ク
　
ー
　
ト
イ
フ
な
ど
の
訓
法
を
共
有
す
る
こ
と
。

(
叶
い
L
-
.
)

二
　
博
士
家
点
の
日
本
古
記
古
訓
と
1
致
す
る
訓
法
が
多
い
.

三
　
「
石
山
寺
本
大
唐
西
域
記
長
究
点
の
敬
語
」
　
(
4
 
1
年
度
広
島
大
学
国
語
国

文
学
会
春
季
研
究
集
会
に
お
け
る
口
述
発
表
)
　
で
調
査
し
た
本
点
の
訓
法
の

性
格
か
ら
も
い
え
る
。

な
ど
で
あ
る
。

(
昭
和
四
十
一
年
十
月
十
三
日
稿
)

注
-
　
築
島
裕
博
士
「
石
山
寺
本
大
唐
西
城
記
の
和
訓
の
特
性
」
　
(
「
平
安
時

代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
所
収
)

注
2
　
大
坪
併
治
博
士
「
訓
点
語
の
敬
語
」
　
(
「
訓
点
語
の
研
究
」
所
収
)

注
3
　
点
本
川
I
S
ま
で
の
出
所
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

川
鈴
木
t
男
氏
(
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二
〇
以
下
「
訓
誌
」
と
略
称
)
は
大

坪
博
士
「
訓
点
語
の
研
究
」
　
(
以
下
「
訓
研
」
と
略
称
)
は
大
坪
博
士
「
訓

誌
」
九
州
稲
垣
瑞
穂
氏
「
訓
誌
」
　
1
間
春
日
博
士
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝

王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
」
糊
大
坪
博
士
「
訓
研
」
川
稲
垣
氏
「
訓
話
」

二
・
三
脚
大
坪
博
士
「
訓
研
」
㈱
同
上
㈹
中
田
博
士
「
古
点
本
の
国
語
学
的

研
究
」
　
(
以
下
「
点
研
」
と
略
称
)
的
大
坪
博
士
「
訓
研
」
岬
同
上
S
築
島

博
士
「
訓
誌
」
四
㈹
曾
田
文
雄
氏
「
訓
誌
」
昌
・
十
五
㈹
大
坪
博
士
「
訓
研
」
㈹

中
ロ
博
士
「
点
研
」
㈹
大
坪
博
士
「
訓
研
」
㈹
築
島
博
士
「
訓
誌
」
一
㈹
中

田
博
士
「
点
研
」
的
小
林
芳
規
先
生
「
訓
話
L
H
別
間
「
国
語
学
」
葺
蒜
E
S

i

-

-

!

・

-

.

 

'

士
「
詔
大
慈
等
三
琵
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
訳
文
帯
」

冒
悶
氏
「
訓
話
」
曇
訂
二
讐
典
保
存
会
本
苫
田
博
士
「
点
研
」

注
4
　
小
林
芳
規
先
生
「
撰
文
訓
読
史
研
究
の
1
試
論
」
(
国
語
学
五
十
五
紐
)

注
5
　
築
島
博
士
「
日
本
古
記
古
訓
の
特
性
」
　
(
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語

に
つ
き
て
の
研
究
」
所
収
)

(
付
記
)
本
稿
は
、
昭
和
四
十
1
年
八
月
七
日
八
日
・
罪
七
回
広
島
大
学
教
育

学
部
国
語
教
育
学
会
(
広
島
大
学
教
育
学
部
視
取
党
教
塁
)
に
於
て
発
表
し

た
も
の
を
も
と
に
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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